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トピ ック ス

看護婦問題の根源に迫る

フロー レンス ・ナイチンゲールの誕生 日にちなんで今年初めて 「看護の日」が5月21日 に制定

され、東京 日比谷公会堂で皇后 陛下の御 臨席のもとに記念式典が行 なわれた。

看護婦の人手不足が深刻化 している中に、高齢者介護へ の理解 を深める目的 も含めてr看 護の

日』が一般の人々にも理解 を深 めるため〆に制定 された ものと思 われるO,

さて、この看護の婦問題 の根源 に迫 り、神緑会員 として如何 に考 えるかの手がか りを得 る目的

で、神戸大学医療技術短期大学部部長上羽先生のお手数 を煩わせ、各方面のエキスパ ー トに執筆

をお願 い した。 日常診療の中で看護業務の見直 しや現状打開の一助 としたい。(編 集委)

看 護 の 今 日的 課 題

神戸大学医療技術短期大学部部長 上 羽 康 之

は じめ に

近年、医療 の目的が単 に疾病の予 防、治療、及び社

会復帰への リハ ビリテーションから、さらに健康の維

持、増進へ と拡大されると共 に、その担当専 門職種 は

医師 を中心 と して、薬剤 師i看 護婦(士)、 臨床検査

技師、診療放射線技師、理学療法士、作業療法士、視

能訓練士が、さらに臨床工学技士、義肢装具士など、

新 しい資格制度が設けられ、今後 も拡大、細分化 され

る傾向 にある。これ らの多 くの専門職種 により、それ

ぞれの専門性が駆使 され、各分野における特殊技能の

実施 と統合があ って、よ り完壁 な医療の成果があげ ら

れつつあるが、我が国の高齢化社会の到来 、乳幼児死

亡率の急激 な低下は、その表れであると理解 される。

この ように素晴 らしい成果があげ られつρ ある医療の

現場において、看護職は患者に最 も長時間接 し、心身

の病態に関する情報を、豊富 かつ詳細 に収集 し得る立
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役割 を担 っ丁レもるといえる。最近の プライマ リーナー

ス制、専門看 護婦の設置 は、その目的にそった対応で

あ り、 さらに高齢化社会 に対する地域看護-老 人看護

の要望 に基づ いて、昨年、指定規則が改正 された。

この ように現代社会において、看護職の果たす役割

が重視 され、その担当領域の拡大と共に、す ぐれた資

質を有す る人材の育成が、益 々要望 されるとき、看護

職希望者が漸減 し、 さらに毎年、各種教育機関の努力

によ り5万 人以上の有資格者 を社会に送 り出 している

にも拘 らず 、慢性的に不足状態 をきた しているのが現

状 である。その対策 として、看護職のイメージア ップ、

職務内容に対する処遇、な らびに労働条件の改善、看

護婦育成の拡大と助成の強化、ナースバ ンクの機能の

拡充などが あげられている。 また一方、本年よ り5月

12日 がナイチ ンゲールの誕生 日であることか ら、看護

の日と決め、看護に関する催物、教育機関の紹介等が

企画 され、実施されているが、この ような情勢下にあ っ

て、医療 のcoreと して活躍 しておられ る諸先輩が、

神緑会誌の本年のテーマ として看護婦問題をと りあげ

られたことは、誠に当を得た もの と思われる。そこで

看護 問題について、種 々の異なった立場か ら医療に参

画 してお られる方々からご提言 を戴いた。

今後、益々拡大されるであろう医療 と、その背景に

ある諸問題に対 して、今回の各位 のご意見が、何 らか

の参考にな り、将来への曙光 となることを切に顔 うも

のである。
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